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第２四半期予想数値と実績値との差異および通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

平成28年５月11日に公表いたしました平成29年３月期第２四半期累計期間（平成28年４月１日～平

成28年９月30日）の業績予想と本日公表の実績に差異が生じましたのでお知らせいたします。また、平

成29年３月期（平成28年４月１日～平成29年３月31日）の通期業績予想数値を下記のとおり修正いた

しましたのでお知らせいたします。 

 

 

記 

 

１．平成 29 年３月期第２四半期（累計）連結業績予想数値と実績値との差異（平成 28 年４月１日～平成 28 年９月 30 日） 

 

 
営業収益 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円

23,000

百万円

350

百万円

380

百万円 

230 

円 銭

7.96

実 績 値 （ Ｂ ） 22,438 215 265 80 2.78

増 減 額  （ Ｂ － Ａ ） △561 △134 △114 △149 －

増 減 率  （ ％ ） △2.4 △38.4 △30.0 △65.1 －

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 28 年３月期第２四半期） 
23,485 219 261 △314 △10.90

 

 

 

 

 



２．平成 29 年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成 28 年４月１日～平成 29 年３月 31 日） 

 営業収益 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円

47,400

百万円

980

百万円

1,050

百万円 

630 

円 銭

21.81

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 46,600 810 900 460 15.92

増 減 額  （ Ｂ － Ａ ） △800 △170 △150 △170 －

増 減 率  （ ％ ） △1.7 △17.3 △14.3 △27.0 －

（ご参考）前  期  実  績 

（ 平 成 2 8 年 ３ 月 期 ） 
47,924 970 1,054 987 34.19

 

３．平成 29 年３月期第２四半期（累計）個別業績予想数値と実績値との差異（平成 28 年４月１日～平成 28 年９月 30 日） 

 営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円

20,500

百万円

240

百万円

370

百万円 

490 

円 銭

16.96

実 績 値 （ Ｂ ） 20,030 108 249 371 12.87

増 減 額  （ Ｂ － Ａ ） △469 △131 △120 △118 －

増 減 率  （ ％ ） △2.3 △54.6 △32.4 24.1 －

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 28 年３月期第２四半期） 
19,559 140 270 △38 △1.34

 

４．平成 29 年３月期通期個別業績予想数値の修正（平成 28 年４月１日～平成 29 年３月 31 日） 

 営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円

42,300

百万円

550

百万円

710

百万円 

710 

円 銭

24.58

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 41,600 400 560 570 19.73

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △700 △150 △150 △140 －

増 減 率 （ ％ ） △1.7 △27.3 △21.1 △19.7 －

（ご参考）前  期  実  績 

（ 平 成 2 8 年 ３ 月 期 ） 
40,514 530 691 349 12.10

 

 

 

 



５．差異および修正の理由 

（連結業績） 

第２四半期連結累計期間の業績につきましては、石油輸送において当初予測していた以上に国内石油

製品需要が減少し輸送数量が落ち込んだことや、貨物輸送において既存物流拠点の取扱数量が減少した

こと、および流通貨物における新規顧客の獲得が遅れていることもあり、営業収益が減少し、それに伴い営

業利益、経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益および当期純利益が前回発表予想を下回る見

込みです。 

 

（個別業績） 

 第２四半期個別累計期間の業績および通期の業績につきましても、石油輸送、貨物輸送および流通貨物

において連結業績と同様の理由により、営業収益、営業利益、経常利益、四半期純利益および当期純利

益が前回発表を下回る見込みです。 

 

（注）上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成しており、実際の業績

は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。 

 

以 上 


